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研究成果概要 
高地での雷雲及び落雷現象と二次宇宙線との関係を調べることを目的に、乗鞍観測所

にて雷γ線観測用ガンマ線検出器、電界計、環境モニターを用いた雷雲起源γ線の観測

実験を行った。ガンマ線観測装置は図 1のように NaI、CsI、BGO の３結晶を用いた 70keV-

120MeV と 3 桁のエネルギー領域をカバーする構成となっている。今年は新たに株式会社

ティーエーシー製の小型ガンマ線検出器（Cogamo WiFi 改良版）を設置した。例年設置

していた小型空気シャワー観測装置はコロナ禍の影響で断念した。 

観測は 8 月 2 日開始、9 月 11 日に終了。約 1ヶ月

間のデータが得られた。図 2はその間の環境モニタ

ーと電界計の測定値である。1〜3 km以内に落雷や

雲間放電があったとの情報がある 8 月 18 日に期間

中最大となる 100 kV/m 以上の電場変動が見られ、

直前の 20kV/m 程度の電場変動時の測定値含め現在

データを解析中である(図３)。 
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図 1：ガンマ線検出器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 2：環境モニターと電界計の測定値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：8 月 18日 5:45 付近における 
ガンマ線検出器のカウント値 

 


